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4月1日から4月1日から

きれいな水を守るためにはお金がかかります。皆さんのご協力をお願いします。
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今後4年間（平成16～19年度）の下水道使用料の対象となる経費と財源

維持管理費 
52億173万円 

維持管理費 
52億173万円 

維持管理費 
52億173万円 

　使用料収入　　78億4,740万円 

使用料収入　　93億4,830万円 

（ 2 ）

※1 維持管理費…汚水処理費や下水道管の清掃・補修費など　　　　　　　　　
※2 資　本　費…下水道管布設や下水処理場の建設のために借り入れた資金の返済金

値上げをしても　　 
対象経費の半分以上は 
税金で補てんして 
　　　　いるんだね 

値上げをしても　　 
対象経費の半分以上は 
税金で補てんして 
　　　　いるんだね 

※
1

※
2

▲東部浄化センター



下水道使用料を改定します下水道使用料を改定します

4月1日から4月1日から

（ 3 ）

今
後
も
事
業
の
効
率
化
に
よ
り
、

経
費
の
節
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を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
下
水
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備
の
済
ん
で
い

る
区
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で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続

し
て
い
な
い
世
帯
へ
の
普
及
活
動

も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
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を
お
願
い
し

ま
す
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今
後
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業
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効
率
化
に
よ
り
、

経
費
の
節
減
を
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っ
て
い
き
ま
す
。

ま
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、
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道
整
備
の
済
ん
で
い

る
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で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続

し
て
い
な
い
世
帯
へ
の
普
及
活
動

も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
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今
後
も
事
業
の
効
率
化
に
よ
り
、

経
費
の
節
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を
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っ
て
い
き
ま
す
。
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、
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で
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で
、
ま
だ
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に
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て
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今
後
も
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に
よ
り
、
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減
を
図
っ
て
い
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。

ま
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、
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備
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で
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、
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下
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道
に
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て
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ま
す
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と
ご
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下水道使用料を改定します下水道使用料を改定します

4月1日から日から4月1日から日から4月1日から

問い合わせ　下水道部管理課 155-2801

Egesui@city.fuji.shizuoka.jp 

http://fujishi.jp/cityhall/gesui-b/

 

s
下
水
道
は
き
れ
い
な
水
辺
環
境
を
守
り
ま
す

1か月の汚水量が30m3の
場合、新料金で計算する
と、月3,255円になりま
す。
※1円未満は切り捨て



講座 
番号 

定員 
（人） 

材  料  費 
（全額） 講　　座　　名 曜日 回数 内　　　　　　　　　　容 　期　間 時　　間 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15

季節感あふれるお花で、感性豊かに 

抹茶の初歩から学び、おもてなしができるまで 

煎茶の知識を学びながら、日常の作法を学ぶ 

浴衣から訪問着までの着付けや帯の結び方のあれこれを学ぶ 

 

家庭料理の基本から応用までチャレンジ 

 

パンづくりに挑戦 ！ 基本から始めます 

キーボードトレーニングからしっかり始めて、ワードの応用まで 

エクセル入門から実務レベルまで（エクセル初心者対象） 

エクセルの表計算処理技能認定試験3級を目指す（エクセルのレベルアップをしたい人対象） 

心と体のリフレッシュタイム 

あいさつから始める英会話 

スムーズな日常会話を目指す人へ 

好感を与える話し方・上がらずに話すコツなど初歩から学びます 

4/21～9/15 

4/20～9/14 

4/16～9/10 

4/15～9/ 9 

4/12～9/13 

4/20～9/14 

4/15～9/ 9 

4/17～9/18 

4/12～6/21 

4/21～6/30 

4/15～6/24 

4/21～6/30 

4/16～6/25 

4/16～6/25 

4/12～6/ 7

 

 

 

19：00～21：00 

 

 

 

13：00～16：00 

 

19：00～21：00 

 

19：30～21：00 

19：00～20：00 

20：00～21：00 

19：00～21：00

水 

火 

金 

木 

月 

火 

木 

第3土 

月 

水 

木 

水 

金 

金 

月 

15 

10 

15 

 

24 

 

20 

 

10 

 

20 

 

15 

 

 

 

 

20 

 

 

 

6 

 

 

10 

 

 

8

2万円 

6,000円 

2,000円 

 

2万円 

 

6,000円 

 

2,500円 

 

 

無   料 

華 道（ 池 坊 ） 

茶 道（ 抹 茶 ） 

茶 道（ 煎 茶 ） 

料 理（ 月 曜 ） 

料 理（ 火 曜 ） 

料 理（ 木 曜 ） 

パ ン づ く り 

エ ア ロビクス 

英会話（ビギナー） 

英会話（中級） 

話 し 方  

着 物 着 付 け 

せん 

パ　ソ　コ　ン 
（エクセル初級） 

パ　ソ　コ　ン 
（ ワ ー ド ） 

パ　ソ　コ　ン 
（ エ ク セ ル ） 

対　　象 市内在住・在勤で15～30歳の人（中・高校生は不可）
受 講 料 無料（ただし、材料費が必要）。そのほか年間保険料500円、年間利

用者会費500円が必要になります。
申し込み ¡2月23日～3月12日に、直接または往復はがき（1講座・1枚）の往

信用の裏面に希望する講座名、曜日、住所（市外在住の人は勤務先
を明記）、氏名

フリガナ

、生年月日、電話番号を、返信用の表面に住所、氏
名を記入し、〒417-0862 石坂456-5 青少年センターへ。

¡応募者多数の場合は、3月15日に抽せん。結果は、はがきでお知ら
せします。

¡受講決定者は、3月26日までに材料費（全額）、保険料、利用者会
費を持参し、青少年センターへ。

（ 4 ）

メンバーメンバー
　　募集　　募集
メンバーメンバー
　　募集　　募集

青年教養講座
平成16年度前期青少年センター

問い合わせ　　青少年センター　121-6129

※応募者が定員の半数に満たない講座は中止となりますので、ご了承ください。



利
用
で
き
る
人
は

富
士
市
に
住
民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
一
年
以

上
居
住
し
て
い
る
勤
労
者
で
す
。

貸
し
付
け
の
条
件
は

◇
市
税
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

◇
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
が
、
大
学
な
ど
の
入
学

試
験
に
合
格
ま
た
は
現
在
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

◇
年
間
所
得
金
額
が
一
千
万
円
以
下
で
、
本
人
ま

た
は
そ
の
家
族
が
、
貸
し
付
け
を
受
け
な
け
れ

ば
大
学
な
ど
へ
入
学
や
在
学
が
困
難
な
場
合
。

◇
労
働
金
庫
の
審
査
基
準
を
満
た
し
た
人
。

◇
原
則
と
し
て
保
証
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
用
途
に

大
学
（
短
期
大
学
・
大
学
院
を
含
む
）、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養

護
学
校
の
高
等
部
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
六

か
月
以
上
の
海
外
へ
の
留
学

貸
付
期
間
は

五
年
以
内
（
在
学
期
間
中
据
え
置
い
た
場
合
は

十
年
以
内
）

申
し
込
み

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

静
岡
県
労
働
金
庫
富
士
支
店

1
六
一
　
〇
八
〇
八

静
岡
県
労
働
金
庫
吉
原
支
店

1
五
三
　
二
五
二
五

「
富
士
市
勤
労
者
教
育
資
金
」
（
富

士
市
勤
労
者
教
育
資
金
貸
付
制

度
）
は
、
勤
労
者
や
そ
の
家
族
が

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
進
学
時
や

在
学
中
の
教
育
費
用
と
し
て
、
市

と
静
岡
県
労
働
金
庫
が
協
同
で
貸

し
付
け
を
す
る
も
の
で
す
。

（ 5 ）

制度についての問い合わせ　 商業労政課 155-2778

利
率年

二
・
〇
五
％

融
資
限
度
額

三
百
万
円

富士市勤労者教育資金富士市勤労者教育資金
融資の申し込みを受け付けます

富士市勤労者教育資金

Efukusi@
city.fuji.shizuoka.jp

◎
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

「
子
ど
も
の
し
か
り
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
発

達
が
お
く
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
核
家
族

化
が
進
ん
だ
た
め
か
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
相

手
が
い
な
い
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
六
四
　
八
九
九
四

児
童
福
祉
課
（
子
ど
も
な
ん
で
も
相
談
）

1
五
五
　
二
七
六
四

◎
お
か
し
い
な
と
感
じ
た
ら

「
子
ど
も
が
よ
く
泣
い
て
い
る
」「
ほ
っ
た
ら

か
し
に
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
虐
待
か
な
と
感

じ
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

間
違
っ
て
い
た
ら
と
戸
惑
う
前
に
、
ま
ず
、

通
報
し
て
い
た
だ
く
こ
と
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実施日 右記のスケジュール表から都合のよい日を
選んでください。

時　間 1日コース（9:00～15:00）
半日コース（9:00～12:00または13:00
～16:00）

対　象 市内の10人以上21人以下（子どもも１人
と計算）の団体・グループ（企業・営利団
体ではない団体で、見学後、アンケートを
記入していただきます）
※1団体年1回に限ります。

コース 申し込み後、実施日の1か月前までに、希
望をお聞きして見学コースを決めます。

今回の募集は、4月～7月分の団体・グループ対

象のものです。
※9月以降の募集は「広報ふじ6月20日号」に掲載
し、7月上旬に受け付けを行います。

問　い　合　わ　せ

広報広聴課 155-2700

1人でも気軽に参加できます。参加者の募集は、

実施日の前月の「広報ふじ」でその都度お知らせし、

申し込みははがきになります（日程は右記のとおり

です）。

市内には、福祉施設や生活環境施設など、公共
施設がたくさんあります。公共施設の見学を通し
て、皆さんの納めた税金がどのように使われてい
るかを知っていただき、市政に対して広くご意見
をいただくため、マイクロバスでご案内します。

◎申し込み方法

と　き 3月10日d 8:45～9:00

ところ 市役所8階北側 第1Ｂ会議室
※希望日が重複した場合は、9:00から抽せんを行
います（先着順ではありません）。

※空きがある場合は、10:00から電話でも受け付
けます。

見学コースは、市のマイクロバスでご案内します
ので、自家用車などでの追走はご遠慮ください。

が団体・グループ対象実施日、 が個人対象実施日

平成16年度

施設見学のスケジュール

団体・グループ対象 団体・グループ対象 

個人対象 

団体・グループ対象の申し込み方法 

団体・グループ対象 

個人対象 個人対象 

団体・グループ対象の申し込み方法 

お願い

　　ぜひ、 
　　　ご参加ください 
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「ふじ号」が15年ぶりに新しく

「新移動図書館車出発式・記念貸出」
移動図書館車「ふじ号」の車両が、15年ぶり

に新しく変わり、その出発式が中央図書館で行われまし

た。式後、早速大淵第二小学校で児童を対象に記念貸出

が行われ、子どもたちは大喜びで本を選んでいました。

新車両は搭載冊数がふえたほか、お年寄りや小さな子ど

もでも利用しやすい装備になっています。

防火への意識を新たに

「富士市消防出初式」
新春恒例の消防出初式が市役所周辺で行われ

ました。ことしは、消防職員や消防団員、自衛消防隊員

など約1,000人のほか、県消防協会総裁の石川県知事も来

賓として参加。多くの観客が見守る中、分列行進やドリ

ル演奏、最新鋭のはしご車も登場した消防救助演技、一

斉放水などが繰り広げられました。

心をはぐくむ学校給食をＰＲ

「学校給食展」
富士市の学校給食について広く市民の

皆さんに理解してもらおうと、学校給食展がロゼシアター

で行われました。富士市の学校給食の歴史・特色を紹介す

る展示や、小・中学生の作品コーナー、小学校新１年生の

ためのコーナーなどが設けられました。会場には、家族連

れなど多くの人が訪れ、学校給食に関心を示していました。

お正月遊びを楽しむ

「新春子ども大会」
新春子ども大会が広見公民館児童分館で行わ

れました。ジャンボかるたや福笑い、けん玉、人間すご

ろくなど、昔ながらの正月遊びに大勢の子どもたちが参

加し楽しみました。中でも、福笑いでは、目隠しを外し

た後、できばえに大笑いする姿が見られるなど、会場じ

ゅうに子どもたちの笑い声が広がっていました。

1月のできごと

街のアルバム

一
月
二
十
八
日
〜
三
十
日

毘
沙
門
天
大
祭

（
今
井
妙
法
寺
）

1月11日 1月 9 日　　

1月10日　　1月24日・25日　
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3月 移動図書館車ふじ号の巡回日程移動図書館車ふじ号の巡回日程

日 場所と貸し出し開始時刻 

 2 日・16日（火） 

 3 日・17日（水） 

 4 日・18日（木） 

 6 日（土） 

 5 日・19日（金） 

13日・27日（土） 

11日・25日（木） 

鈴川中町フードランド前（10：00）  
自由ケ丘県営住宅集会所（14：00） 

 
富士見台市営住宅集会所前（15：00） 

滝戸団地前（14：00）  
湯沢平市営住宅内（15：00） 

スーパー吉川中里店駐車場（10：00） 
すどの杜（11：00） 
四丁河原南JA富島駐車場（15：00） 

富士信用金庫中丸支店駐車場（10：00）  
城山町公会堂（14：00） 
広見町静岡ガス社宅駐車場（15：00）  

東芝松岡アパート（10：00） 
高山県営住宅団地内（14：00） 
歴史民俗資料館駐車場（15：00） 

天間田代区公会堂駐車場（10：00） 
ハックドラッグ川成島店第 2 駐車場（14：00） 
富士緑道竪堀広場（15：00） 

市は、富士財務事務所などと合同
で、差し押さえた電話加入権を公売
します。
と　き 3 月16日c 10:40～11:00
※10:40までに受付をしてください。
ところ 県富士総合庁舎 3 階301会

議室
問い合わせ 富士財務事務所納税課

165-2592
※中止になる場合もありますので事
前に電話で確認してください。

1 収税課　55-2731

電話加入権の公売

日曜・夜間納税相談

募 募 集 集 
平成16年度消費生活モニター

1 市民生活課　55-2750

ロゼシアターで行う催しの際（月 2～
3 回）入場時のもぎり、来場者の案内
などを行う登録制スタッフを募集します。
対　象　20歳以上で舞台芸術に興味

を持っている人　　
採用人員 若干人
賃　金 17:30まで時給750円

17:30から時給900円
申し込み 3 月10日までに、市販の
履歴書に必要事項を記入し、応募
の動機（原稿用紙400字以内）を添
えて、直接ロゼシアターへ（郵送
不可）

※ 3月20日gに面接試験を予定

ロゼシアターホールスタッフ
1 ロゼシアター　60-2512

催 催 し し 
富士山と歩こう！
富士ふれあいウォーク

1 文化スポーツ課　55-2876

※都合により中止・変更する場合があります。
※休館日は 1、8、15、20、22、26、
29日です。

1 中央図書館　51-4946

平成16年 2 月20日号

飼えなくなった
犬・ねこの引き取り日

と　き　 3 月 5 日・12日・26日
各金曜日　9:00～10:00

ところ　県富士総合庁舎車庫南側
※犬の場合、愛犬
手帳が必要です。

1 富士保健所衛生課　65-2154

（市県民税・固定資産税）
3月14日a 9:00～16:00

1月 15日b・16日c 17:00～19:00

1収税課（ 3 階）55-2730

1国民健康保険課（ 3 階）55-2753

～市役所～

（国民健康保険税）
3月15日b・16日c 17:00～19:00

対　象　市内在住で、日常の買い物
（食料品など）を自分で行
い、かつ学習会（平日年 4
～ 5回）などに参加できる
人（生活必需品の販売に関
係している人は除きます）

活動内容　毎月の主要生活物資の価
格調査、学習会などへの参
加、市生活展への参加

定　員 32人
謝　礼 年間 1 万8,000円
任　期　 5 月 1 日～平成17年 3 月31日
申し込み　 3 月19日までにはがきに
郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号を記入し、〒417-8601富
士市役所市民生活課「消費生活モ
ニター募集」係へ

と　き　 4 月18日a 7:20～受付
8:30スタート　雨天決行

集　合　富士総合運動公園陸上競技場
コース　富士山南ろく・丸火自然公園
①10kmコース（ 5 時間以内で歩ける人）
②20kmコース（7 時間以内で歩ける人）
③40kmコース（ 9 時間以内で歩ける人）

参加費　1,000円（記念品、保険料、
ゼッケン代を含む）

※小学生以下は無料です。
持ち物　受付票（はがき）・昼食・

飲み物・雨具・タオルなど
申し込み　 3 月31日までに郵便振替
払込書つきの申込用紙（文化スポ
ーツ課・各公民館・市立富士体育
館・温水プールで配布）に必要事
項を記入し、郵便局から参加費を
振り込んでください。（手数料別途）

幼・小中学校の臨時職員
1 学校教育課　55-2868

q幼稚園生活支援員
期　間　 4 月 7 日～10月29日のうち

87日 8:15～15:15
応募資格 健康で明るく熱意があり、

園児と一緒に動ける人
業務内容 幼稚園教育及び園児の園

内生活の支援など
募集人員 10人程度
w小学校生活支援員
期　間　 4 月 6 日～平成17年 3 月19
日のうち152日 8:15～15:15

応募資格 健康で明るく児童の支援

ができる人
業務内容 低学年児童の学習・生活

支援など
募集人員 13人程度
e小・中学校情報教育支援員
期　間　 4 月 6 日～平成17年 3 月18
日のうち152日　8:15～15:15

応募資格 一太郎・ワード・エクセル
・インターネットに精通している人
業務内容 児童生徒の情報教育支援
募集人員 小学校 2人、中学校 1人

程度
r特別支援教育支援員
期　間　 4 月 6 日～平成17年 3 月19
日のうち154日　8:15～15:15

応募資格 健康で明るく児童生徒へ
の支援ができる人

業務内容 児童生徒の学習・生活支援
募集人員 2 人程度
申し込み　q～rとも 3月10日まで

に市販の履歴書に必要事項
を記入し、直接学校教育課
へ　

※後日面接を行います。

ダイヤル施設案内ダイヤル施設案内�52-1111 
ダイヤルお出かけ情報ダイヤルお出かけ情報�53-1111
ダイヤル施設案内�52-1111 
ダイヤルお出かけ情報�53-1111
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お お 知 知 ら せ ら せ 

と　き　 3 月14日a 8:30～13:00
配付場所　各地区公民館
対　象　平成15年 1 月 1 日～12月31

日に出生し、3 月14日現在、
市内に在住する人（はがき
でお知らせします）

配付樹木 サザンカ
※駐車場の混雑が予想されます。車
での来場はできるだけご遠慮くだ
さい。

出生記念樹を配付します
1 みどりの課　55-2793

富士市民センターの閉館に伴い、
4月から吉原本町商店街の一画に移
転します。今後とも、FILSの運営に
対し皆さんの温かいご支援をお願い
いたします。
開所時間　火～金曜日 13:00～21:00

土・日曜日 10:00～18:00
（月曜日休み）

移転場所　吉原 2丁目1-14中央ビル
1階（吉原小宿東隣）

1・557-2800 Efils@tx.thn.ne.jp

国際交流ラウンジ（愛称FILS
フ ィ ス

）
移転について
1 国際交流室　55-2704

市民交通傷害保険は、ほかの保険
と比べて格安の保険料で大きな補償
がされます。万が一のときに備えて、
家族そろって加入しましょう。
受付期間 3 月10日d～
保険料 年間 1 人 1 口720円（ 2 口

まで加入できます）
※出張受け付けも行います。日程や
会場など詳しくは、世帯配布のチ
ラシをごらんください。

1 道路交通安全課　55-2831

市民交通傷害保険を受け付けます

病気には早期発見、早期治療が大切です
国民健康保険の脳ドックと人間ドック

1 国民健康保険課　55-2751

献血にご協力を

市役所北側駐車場 
18日（木） 

30日（火） 
9：30～15：30

（昼休み12:00～13:00） 

日　　   場　　　所　　　時　　　間 

1 社会福祉課　55-2757

富士献血会場（フィランセ）
と　き 3 月14日・28日　各日曜日　
9:30～16:00（昼休み12:00～13:00）

ところ フィランセ東館1階リハビ
リルーム

● 3 月の献血

「市民文芸」第40号を発刊しまし
た。文化スポーツ課窓口及び下記の
書店で販売しています。
価　格　 1 冊 500円
取扱書店　
●吉原地区　学進堂、戸田書店、江
崎書店、カワセ書店（木の宮）

●富士地区　岳陽堂、谷島屋（新富
士・松岡）、三浦書店、山本
書店、若林書店

●鷹岡地区　広文堂

「市民文芸」第40号を発刊
1 文化スポーツ課　55-2874

従来フィランセで行っていた健診
を、 4月から下記のとおり会場変更
します。

1 歳 6 か月・ 3 歳児
健康診査の会場変更
1 保健福祉センター　64-8994

地　　区 会　　場 
吉永・吉永北・須津 
原田・元吉原・浮島 

鷹 岡 ・ 丘 ・ 天 間 
上　  記　  以　  外 

吉永公民館 

鷹岡公民館 
フィランセ 

受付時間　13:15～14:00
※詳しくは、3月 5日発行の「平成
16年度健康カレンダー」をごらん
ください。

募集種目 幹部候補生
資　格 20歳以上26歳未満の男女
※そのた要件あり、要問い合わせ。
説明会 3 月13日g・14日a

10:00～15:00 自衛隊富士募集事
務所（御幸町13-5長谷川ビル 3階）

願書受付 4 月 5 日～ 5月11日
試験日 5 月22日g・23日a

問い合わせ 自衛隊富士募集事務所
1 51-1719

防衛庁（自衛官）採用試験説明会
1 市民課　55-2746

①脳ドック
＜中央病院＞
と　き　 4 月 7日～平成17年 1月27

日 水・木曜日の指定日　
13:00～・13:30～

定　員 100人（先着順）
＜聖隷吉原病院＞
と　き　 4 月 6 日～ 8月 5日 火～
金曜日の指定日　13:30～・14:00～

定　員 120人（先着順）
負担額　 1 万6,800円
検査項目　脳のMRI、心電図ほか

※脳ドックは平成14・15年度受診者
や、体内にクリップなどの金属類
のある人は受診できません。

②人間ドック　
と　き　 4 月 1 日～12月中旬 火～
金曜日の指定日　 9:00～14:00

ところ　富士市医師会医療センター
定　員 520人（先着順）
負担額　 1 万2,230円
検査項目　超音波検査、循環器検査

ほか
◆①②とも◆

対　象　申請日からさかのぼって 1
年以上富士市の国民健康保
険の被保険者で保険税を完
納し、平成16年 4 月 1 日現
在で満20歳以上の人

申し込み　qは 3月22日b、wは 3
月23日cの8:30から受け付けます。
印鑑と国民健康保険証及び中央病
院診察券（中央病院での脳ドック
を受診希望で、お持ちの人のみ）
を持参し、申し込み初日の12:00ま
では消防防災庁舎 7 階大会議室、
以降は本庁 3階国民健康保険課へ

事務職・保育士・小中学校調理員
などの出産や病気、退職などによる
欠員補充に対応できる人の登録を随
時受け付けています。身体に障害の
ある人（介助者なしで勤務できる人）
も受け付けしています。
登録方法　登録票（人事課・教育総
務課で配布）または市販の履歴書
に必要事項を記入し、写真を張っ
て、直接または郵送で〒417-8601富
士市役所人事課または教育総務課
へ

※保育士については保育士有資格者
に限ります。

臨時職員の随時登録
1 人事課・教育総務課　55-2711
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1 保健福祉センター 64-899316健康づくり・保健コーナー 

平成16年 2 月20日号

健康診査推進市民アンケートの調査結果（第 2 報）
健（検）診の受診状況から、今回は、健（検）診を受けなかった理由について報告します。

Q.健（検）診を受けなかった人は、どのような理由で受けなかったのですか？（複数回答可） 

定期健康診断 

胸部レントゲン 

胃がん検診 

大腸がん検診 

乳がん検診 

子宮がん検診 

忙
し
く
て 

通
知
が
こ
な 

か
っ
た 

健
康
に
自
信 

が
あ
っ
た 

費
用
が
か
か 

る
か
ら 

忘
れ
て
い
て 

健
診
結
果
が 

怖
い 

去
年
受
け
て 

悪
い
と
こ
ろ 

が
な
か
っ
た 

意
味
が
な
い 

入
院
、
自
宅 

療
養
中 

休
日
夜
間
に 

し
か
受
け
ら 

れ
な
い
の
で 

健
診
日
時
、 

申
し
込
み
方 

法
を
知
ら
な 

か
っ
た 

29.3 

35.2 

24.5 

25.5 

28.1 

30.3

20.6 

19.4 

17.0 

22.8 

16.7 

16.2

20.2 

25.8 

16.9 

22.4 

17.1 

17.4

14.6 

14.5 

19.1 

21.5 

21.0 

18.8

14.6 

13.3 

13.7 

15.8 

13.5 

13.0

13.6 

13.6 

6.9 

8.0 

10.5 

13.0

5.2 

3.9 

4.8 

5.3 

5.8 

5.3

4.9 

7.6 

5.2 

4.5 

4.1 

7.9

3.8 

3.9 

4.0 

4.0 

4.5 

5.1

1.7 

1.8 

2.1 

2.1 

1.9 

1.6

5.2 

6.1 

7.4 

 

6.4 

7.2

数値は％ 

●調査結果

30歳から64歳までの壮中年期は、自覚症状がなくても、身体に変化があらわれてくる年代です。自分
の身体を知る機会として、健康診断を受けましょう。
市では、毎年 3 月に健康カレンダーを全戸配布し、1 年分の健（検）診の日時や保健事業をお知らせ

しています。届きましたら保管して積極的にご利用ください。

約 3 割の人が「忙しくて」、約 2 割の人が「健診日時、申し込み方法を知らなかった」と回答

★富士ソフトテニス少年団員募集
対　象 市内在住の小学生（新 2年

生～新 5年生）
会　費 1 期（ 3か月分）8,500円
申し込み 3 月20日g 19:00～
富士総合運動公園テニス場へ
問い合わせ 鈴木　方　134-3558

（19:00以降）

市民れんらく版
市民れんらく版

★東海大学付属望星高等学校
2004年春学期生募集

単位制による通信課程の高等学校
で学んでみませんか。だれでも学習
でき 3年間で卒業可能です。
募集期間　 2 月23日～ 4 月16日
申し込み・問い合わせ
東海大学付属望星高等学校
1054-261-2950
Fhttp://www.bosei.tokai.ed.jp/

★国立東静病院名称変更について
国立東静病院（清水町）は、4月 1日

に独立行政法人へ組織変更することに
伴い、病院名称を独立行政法人国立病
院機構「静岡医療センター」に改称す
ることになりました。 1055-975-2000

★県立静岡中央高等学校
通信制課程新入生募集

願書提出期間 3 月18日～31日の応
募資格による各所定の日

応募資格　中学校卒業またはこれに
準じる人、高等学校中退者、
及び本校への転学希望者

募集人数　1,000人
入学者選抜　書類審査
募集要項及び入学願書 直接または

郵送（住所・氏名を記入し、
240円切手を張った角 1 封
筒を同封）で〒420-8502 県
立静岡中央高校通信制課程
「願書配布」係へ

1054-209-2431
★国の教育ローン
高校や大学、専修学校、各種学校

などの入学資金や在学資金の利用に
は、国民生活金融公庫の「国の教育
ローン」の制度があります。
対　象 入学者または在学者の保護者
融資額　学生・生徒 1人につき200万

円以内
返済期間　10年以内（据置期間は在

学期間内）
利　率 年1.65％（平成16年 1 月18

日現在）
保　証 教育資金融資保証基金また

は保証人 1人以上
申し込み・問い合わせ 国民生活金
融公庫沼津支店 1055-931-5282へ

★ことわざ英語かるた大会
と　き 3 月21日a 9:30～12:00
ところ ロゼシアター 4階和室
参加費 500円
申し込み・問い合わせ ことわざ英
語かるた実行委員会　160-5088

就学前の子どもの写真を募集します。子どもの名前
ふりがな

、生年月日、保護者の名前、住所、電話番
号、25字以内のメッセージを添えて、直接または郵送で〒417- 8601 富士市役所広報広聴課へ
※写真はお返しできません。項目が一つでも欠けると載せることができませんのでご注意ください。

★富士駅から岩本山公園へ
路線バスを運行します

運行期間　 2 月11日～ 4 月11日
運行時間　富士駅発　 9:50、11:50
岩本山公園発　 12:02、15:02

運　賃　大人580円、小人290円（片道）
問い合わせ 富士急静岡バス1

171-2495



脳いきいき教室
1 保健福祉センター　64-8993

講 講 座 座 教 教 室 室 
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家に閉じこもりがちな人、最近ぼ
んやりすることが多い人などの心身
と脳の機能を活性化する教室です。
と　き　q 4 月16日～平成17年 2月
25日 w 4 月19日～平成17年 2 月
14日　e 4 月26日～平成17年 2 月
21日　10:00～11:30 各計18回

ところ　q鷹岡公民館 w吉原公民
館 eフィランセ

内　容　脳いきいき体操、ゲーム、
音楽、絵手紙、民謡、俳句など

対　象　65歳以上で続けて参加できる人
定　員　qweとも10人程度
申し込み　 3 月19日までに電話で保

健福祉センターへ

1 社会福祉協議会　64-6600

陶芸・墨絵・薬草・囲碁教室

と　き　
○陶芸教室　 4 月 6 日～ 1 年間　毎
月第 1・3 火・水曜日 10:00～12:00

○墨絵教室　 4 月 2 日～ 1 年間　毎
月第 1・3 金・土曜日 9:30～11:30

○薬草教室　 4 月 7 日～ 1 年間　毎
週水曜日　9:30～11:30（薬草園で
の作業あり）

○囲碁教室　 4 月 7 日～ 1 年間　毎
週水曜日（第 5水曜日は除く）
10:00～12:00

ところ 陶芸・墨絵・薬草教室は社
会福祉センター広見荘。囲
碁教室は東部市民プラザ

対　象 市内在住の60歳以上の人
定　員 陶芸及び墨絵教室は各20人
（先着順）、囲碁教室は30人（先着
順）、薬草教室は定員なし

受講料 無料（教材費は自己負担）
申し込み　 3 月 9 日から受け付けま
す。直接社会福祉センター広見荘
（陶芸・墨絵・薬草教室）または

と　き　 3 月18日e 13:30～16:00
ところ　県富士総合庁舎 2階201会議室
内　容　犬や猫の本能・性質、健康

管理、関係法令など
対　象　これから犬や猫を飼う予定
のある人または既に飼っている人
定　員　30人（応募者多数は抽せん）
受講料　無料　
申し込み・問い合わせ　
3 月10日（必着）までに、往復は

がきの往信用裏面に、住所、氏名、
電話番号、動物の種類（犬・猫）、動
物の名前・性別・年齢と現在困って
いることを記入し、〒416-0906 本市
場441-1 富士保健所衛生課へ　

165-2154
※犬や猫は連れてこないでください。

犬とねこの飼い方教室

1 環境衛生課　55-2768

催 催 し し 
講演会
お茶しませんか！お茶の文化論

1 中央図書館　51-4946

と　き　 3 月13日g 14:00～15:30
ところ 中央図書館 2階視聴覚室
対　象 お茶に興味のある人
内　容 お茶をめぐる文化論
講　師 中村羊

よう

一
いち

郎
ろう

さん（静岡県民俗
学会理事）

定　員 80人（先着順）
参加費 無料
申し込み 3 月 4 日から受け付けま

す。直接中央図書館へ

吉永北地区菜の花の里まつり

と　き 3 月 7 日a 10:00～　
小雨決行

ところ 鵜無ヶ淵公園
内　容 ¡菜の花の里づくり作文絵

画コンクール表彰式 ¡鵜
無ヶ淵神明宮神楽　¡福祉
のもちつき大会　¡各種模
擬店 ¡ゲーム大会　など

1 吉永北公民館　21-3559

件　数 
死　者 
負傷者 

年間累計 昨年比 
214件 ＋42件 
2人 ＋  2人 
266人 ＋52人 

　 
（ 1 月31日現在） 

安全は自らうち（家庭）から地域から

3月3日耳の日から9日までは

「愛の援聴週間」です
1 障害福祉課　55-2761

ぜん息講演会
1 保健福祉センター　64-8991

ぜん息の増悪因子や日常生活での
注意点などを学んでみませんか
と　き　 3 月13日g 13:30～16:00
ところ フィランセ西館 4階ホール
テーマ 気管支喘

ぜん

息の最新治療
講　師 鈴木直

なお

仁
ひと

さん（同愛記念病院
アレルギー・呼吸器科医師）

参加費 無料
申し込み 3 月 8 日までに電話で保

健福祉センターへ

企業防災力向上研究会
1 防災対策課　55-2715

と　き　 3 月 8 日b 13:30～16:00
ところ ロゼシアター小ホール
対　象 事業所の防災責任・担当者

及び希望する人
内　容 講演「東海地震の予知情と静
岡県の企業防災事例」 発表「企業
防災の先進事例」、「研究発表」

講演会「富士山との共存」
～ハザードマップを活用して～

1 防災対策課　55-2715

市では富士山ハザードマップを作
成し、今後各戸配布する予定です。
ハザードマップへの関心と理解を得
るため講演会を開催します。
と　き　 3 月17日d 19:00～20:30
ところ ロゼシアター中ホール
対　象 どなたでも参加できます
講　師 池

いけ

谷
や

浩さん（7砂防・地す
べり技術センター専務理事）

参加費 無料
申し込み 当日直接会場へ

参加費 無料
申し込み 3 月 5 日までに電話で富

士県行政センターへ
問い合わせ 富士県行政センター総

務防災課防災スタッフ　
165-2103

東部市民プラザ（囲碁教室）へ
※電話での申し込みはできません。



博 物 館 

人　口　242,992人 （前月比－15）
男　120,808人 （＋2）
女　122,184人 （－17）

世　帯　85,327世帯（＋16）2月1日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100

10545-51-0123㈹ 50545-51-1456

広報ふじは環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキを使用しています

1 月は行く、 2 月は逃げる、 3 月は去る。ことしは、うるう年で 2 月が 1
日多いとは言うものの、 3 月がすぐやってきます。 3 月は私の誕生月、個
人差もありますが、子どものころ体が小さかった私は、遅生まれの人に比
べ損だと思っていました。しかし最近は、同級生より最後まで 1 歳若いと
言える妙な優越感を持っています。 3 月は年度末、 1 年の過ぎる早さが年
齢とともに加速するのを実感する月でもあります。時よ、とまっておくれ。

ホームページ　http：//fujishi.jp/

　　 

 

市民交通傷害保険受付開始　→P 9 
赤ちゃんひろば（富士駅南公民館） 

市県民税・固定資産税日曜納税相談（市役所 3 階）→P 8 
献血（フィランセ東館 1 階リハビリルーム）→P 9 
出生記念樹配付　→P 9　　善得寺祭り（今泉善得寺公園） 
田子浦みなとマラソン大会（港公園）　 医王寺の初薬師（比奈） 

　　　 

　　　 

中野の観音さん　　市立幼稚園卒園式 
献血（市役所北側駐車場）→P 9 
赤ちゃんひろば（田子浦公民館）　 1 歳 6 か月児健診（フィランセ西館） 

講演会「富士山との共存～ハザードマップを活用して～」 
（ロゼシアター）→P11 
離乳食講習会・初期（フィランセ西館） 
赤ちゃんひろば（岩松北公民館） 

市民課など窓口業務開設（市役所）　穴原の天神さん 
ひろみ桜まつり（広見公園）　神谷の不動さん 
献血（フィランセ東館 1 階リハビリルーム）→P 9
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五軒屋の稲荷さん（中丸） 
赤ちゃんひろば（須津公民館） 

市立看護専門学校卒業式 
すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館） 

国民健康保険税第 8 期納期限　介護保険料第 8 期納期限 
市立吉原商業高校卒業式 
春季富士市火災予防運動　～ 7 日 

市立保育園卒園式 

 

中里慶昌院の弘法さん 

吉永北地区菜の花の里まつり（鵜無ヶ淵公園）→P11

市県民税・固定資産税・国民健康保険税夜間納税相談 
（市役所 3 階）～16日　→P 8 
所得税確定申告・市県民税申告期限 
赤ちゃんひろば（フィランセ西館） 

小・中学校卒業式 
赤ちゃんひろば（大淵公民館） 
 3 歳児健診（フィランセ西館） 

麻薬・覚せい剤撲滅の日 
家族ふれあいサンデー 

献血（市役所北側駐車場）→P 9

ロゼシアター臨時休館 

普通救命講習（消防防災庁舎） 
すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館） 

普通救命講習（消防防災庁舎） 
すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館） 

すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館） 
 2 歳児むし歯予防教室（フィランセ西館） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

離乳食講習会・初期（フィランセ西館） 
赤ちゃんひろば（原田公民館） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［耳の日］ 

離乳食講習会・後期（フィランセ西館） 

赤ちゃんひろば（伝法公民館） 
 3 歳児健診（フィランセ西館） 

赤ちゃんひろば（青葉台公民館） 

赤ちゃんひろば（富士見台公民館） 
 3 歳児健診（フィランセ西館） 

赤ちゃんひろば（天間公民館） 
 1 歳 6 か月児健診（フィランセ西館） 

 1 歳 6 か月児健診（フィランセ西館） 

［彼岸入り］ 

［春分の日］ 
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「いのりとまじないの世界」

3月3月3月3月3月3月3月3月3月3月3月3月3月3月3月3月3月 MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]
MARCH
[弥生]

第42回企画展「いのりとまじないの世界」
16日～ 5月 5日

富士の型染教室　　　　　 3 日
はじめてのやきもの教室　 13日
機織り体験　　　　　 13日、27日
博物館ゼミナール　　 17日
はじめての絵付け教室　　　 20日
休館日

1 日、8日、15日、22日、29日

・こども電話相談強調月間
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